
地

域

名

称

と

そ

意

義

の

1
1
1
地
域
形
成
の
歴
史
地
理
|
|

山

口

地
域
形
成
と
地
域
名
称

l
ー
そ
の
歴
史
地
理
学
的
解
釈

自
然
地
域
&
文
化
地
域

l
l地
域
名
称
の
種
類
と
性
格

地
域
名
称
の
集
成
1
ー
そ
の
地
名
誌
論
考

例
示
の
一
山
梨
県

例
示
の
ご
徳
島
県

地
名
誌
論
考
|
|
例
と
し
て
山
形
県

第
四
項
地
域
名
称
の
誇
類
型
ー
ー
そ
の
分
析
と
特
質

註
地
名
構
成
に
お
け
る
段
階
史
方
式

第
一
項

第
二
項

第
三
項

地域名称とその意義

第
一
頃

地
域
形
成
と
地
域
名
称

ー
ー
そ
の
歴
史
地
理
学
的
解
釈

富山

良日

こ
の
種
の
テ

l
マ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
私
の
論
述
①
を
通
し
て
み
ら
れ
る
主
旨
は
、
名
称
が
担
う
と
こ
ろ
の
地
域
の
形
成
過
程
を
求

201 

ス
と
そ
の
結
果
で
あ
り
、
私
は
従
来
し
ば
し
ば
自
己
の
研
究
対
象
と
す
る
都
市
な
ら
び
に
地
名
の
分
野
に
お
い
て
、

め
る
こ
と
に
あ
る
。
地
域
の
形
成
過
程
と
は
、
す
な
わ
ち
現
実
に
、
も
し
く
は
概
念
上
で
、
地
域
と
し
て
の
統
一
を
与
え
て
い
く
プ
ロ
セ

F

地
域
形
成
2

な
る
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語
を
も
っ
て
こ
れ
を
表
現
し
て
き
た
@
o

「
都
市
化
」
も
こ
の
観
点
か
ら
す
る
地
域
形
成
の
一
現
実
、

一
概
念
に
す
ぎ
ず
、

「
開
発
』
も

ま
た
同
様
で
あ
る
。
開
発

i
こ
の
言
葉
は
、
最
近
は
土
地
に
関
す
る
概
念
だ
け
で
な
く
、
換
言
す
れ
ば
地
理
的
意
味
に
重
点
が
置
か
れ
た

用
語
と
い
う
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
各
面
で
用
い
ら
れ
る
き
わ
め
て
広
範
な
意
味
の
用
語
と
な
っ
た
が
、
あ
え
て
「
地
域
開
発
」
と
い
う
ま

で
も
な
く
、
こ
れ
は
要
す
る
に
地
域
形
成
の
ひ
と
つ
の
形
態
で
あ
る
。
し
か
も
、
作
為
的
、
計
画
的
な
性
格
を
強
く
含
む
も
の
で
あ
り
、

こ
の
「
作
為
」
の
ウ
ェ
イ
ト
は
現
代
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。

古
く
は
作
為
の
ウ
ェ
イ
ト
が
今
日
よ
り
低
か
っ
た
に
せ
よ
、
開
発
の
一
形
態
と
し
て
の
地
域
形
成
は
当
然
な
が
ら
歴
史
地
理
学
的
に
重

要
な
意
義
を
も
っ
。
地
域
概
念
の
形
成
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
基
盤
と
し
て
は
、
成
文
法
的
に
規
定
さ
れ
た
地
名
以

外
に
も
、
古
く
か
ら
の
生
活
単
位
空
間
(
地
域
)
を
F

地
域
生
活
上
F

F

日
常
的
に
グ
規
定
す
る
地
方
汎
称
や
通
称
、
俗
称
な
ど
が
あ

る
。
今
日
で
も
地
域
概
念
の
基
調
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
れ
ら
不
成
文
的
な
名
称
を
、

そ
の
礎
材
と
し
て
の
意
義
に
着
目
し
、
地
域
形
成

の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
歴
史
地
理
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
い
か
え

れ
ば
、
地
域
名
称
を
歴
史
地
理
学
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
、
地
域
形
成
の
歴
史
地
理
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
項

自
然
地
域
と
文
化
地
域

|
|
地
域
名
称
の
種
類
と
性
格

地
域
名
称
は
地
名
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
別
す
る
と
自
然
的
な
も
の
と
文
化
的
(
人
文
的
)
な
も
の
と
に
な
る
。
こ
れ
を
自
然
地
域
名

と
文
化
地
域
名
と
よ
ぶ
と
、
こ
れ
ら
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
自
然
地
域
は
自
然
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
文
化
地
域

は
文
化
的
(
人
文
的
)
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
に
立
て
ば
、
気
候
帯
や
気
候
区
な
ど
の
称
は
気
候
を
主
体
と



す
る
自
然
的
要
因
に
も
と
づ
く
自
然
地
域
名
で
あ
り
、

コ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
い
し
は
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
観
点
に
立
て
ば
、
主
と
し

て
地
勢
(
地
形
)
を
主
体
と
す
る
自
然
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
自
然
地
域
と
そ
の
名
称
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
山
地
と
か
平
野
と

か
半
島
と
か
の
名
称
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

文
化
地
域
は
、
き
わ
め
て
広
範
な
概
念
か
ら
成
る
も
の
で
、
行
政
地
域
、
集
落
地
域
、
経
済
地
域
、
交
通
地
域
、
等
々
、

い
く
た
の
種

類
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴
史
的
に
成
立
し
た
地
域
単
位
に
対
し
て
伝
統
的
に
慣
用
さ
れ
て
き
た
呼
称
を
も
っ
生
活
空
間
を
歴
史
地

域
と
称
す
る
な
ら
ば
、
地
方
汎
称
や
通
称
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
地
域
は
、

そ
の
具
体
的
な
代
表
例
で
あ
る
。
歴
史
的
遺
制
と
し
て
の

地
名
は
、
こ
う
し
た
地
域
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
地
形
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
自
然
地
域
が
、
具
象
と

し
て
の
地
形
要
素
の
上
に
な
り
た
つ
の
に
対
し
て
、
歴
史
地
域
は
明
確
な
具
象
を
備
え
な
い
歴
史
的
潤
色
の
上
に
成
立
し
、
概
念
と
し
て

存
在
す
る
性
格
が
強
い
。

今
日
、
市
町
村
名
や
字
名
は
、
成
文
法
的
な
、
も
し
く
は
準
成
文
法
的
な
背
景
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
@
。
し
た
が
っ
て
歴
史
遺

制
と
し
て
の
地
名
の
う
ち
、
成
文
化
さ
れ
ず
に
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
も
の
が
、

つ
ま
り
は
地
方
汎
称
や
通
称
、
俗
称
と
し
て
取
り
扱

地域名称とその意、義

そ
の
成
立
の
過
程
を
通
じ
て
み
て
も
、

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
点
は
山
や
川
な
ど
の
自
然
地
名
と
て
同
様
で
あ
り
、

し、

わ
ば
成
文
法
的
な
背
景
で
裏
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今
日
通
称
な
ど
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
に
は
、
か
つ
て
一
時
的

に
成
文
的
な
裏
づ
け
を
も
っ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
が
地
名
の
消
長
に
大
き
く
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

し
か
し
そ
の
歴

史
的
風
土
に
密
接
す
る
生
活
意
識
に
は
、
市
町
村
名
な
ど
と
と
も
に
き
わ
め
て
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
成
文
化
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
地

域
へ
の
浸
透
性
は
大
き
い
。
し
か
も
、

L、
く

し
さ
い
に
み
れ
ば
そ
の
浸
透
性
に
は
個
々
に
い
く
た
の
段
階
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
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た
の
段
階
す
な
わ
ち
名
称
流
通
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
形
成
の
強
弱
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
ー
た
点
で
、
歴



204 

史
地
域
名
は
、
消
滅
し
た
も
の
、

F

化
石
化
2

し
た
も
の
、
生
き
て
い
る
も
の
、
等
、
現
代
的
意
義
か
ら
そ
れ
ら
を
区
別
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
必
要
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
い
ず
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
、

そ
の
学
問
的
価
値
は
本
質
的
に
同
等
で
あ
る
@
o

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
然
発
生
的
な
性
格
が
そ
の
ま
ま
に
成
文
的
に
規
定
さ
れ
な
い
で
き
た
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
俗
称
、
通
称
な

ど
の
地
名
が
、
各
方
面
の
地
名
取
扱
い
@
に
際
し
て
第
二
義
的
、
第
三
義
的
の
意
味
し
か
も
た
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま

こ
と
、
上
述
の
所
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
態
度
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
俗
称
や
通
称
な
ど
は
地
域
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
個
性

的
に
説
明
す
る
そ
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
項

地
域
名
称
の
集
成

ー
ー
そ
の
地
名
誌
論
考

さ
て
、
第
一
項
で
述
べ
た
よ
う
な
歴
史
地
理
学
的
な
解
釈
は
、
各
種
の
地
域
名
称
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
が
、
素
朴
な
地
域
形
成
の
究

明
の
た
め
に
は
、
と
く
に
歴
史
的
潤
色
の
上
に
成
立
し
た
地
域
名
称
が
、

ま
ず
第
一
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
歴

史
的
潤
色
の
上
に
成
立
し
た
地
域
名
称
と
は
、
具
体
的
に
は
上
述
の
よ
う
な
汎
称
、
通
称
、
俗
称
と
か
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ

の
た
め
に
は
こ
れ
の
集
成
が
最
初
の
段
階
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
名
称
は
こ
れ
ま
で
全
国

的
に
集
成
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
れ
の
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
。

第
二
項
末
尾
に
示
す
よ
う
な
意
味
か
ら
し
て
、

そ
の
集
成
の
方
法
は
地
誌
的
、
個
性
的
で
あ
る
@
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
地

方
口
伝
や
地
方
文
献
の
綿
密
な
採
集
に
よ
る
ほ
か
な
い
が
、

そ
の
態
勢
も
整
わ
な
い
ま
ま
に
、
満
足
し
う
る
集
大
成
は
一
朝
に
し
て
成
ら

な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
可
及
的
段
階
で
い
ち
お
う
よ
し
と
す
る
の
も
や
む
を
え
な
い
。
以
下
、
そ
の
程
度
の
採
集
成
果
と
し
て
の
価
値
し



か
な
い
が
、
若
干
の
例
示
を
掲
げ
る
。

例
示
の
一

山
梨
県

地域名称とその意義

唱
団
間
甲
斐
を
二
分
す
る
古
称
の
一
。
郡
内
に
対
す
る
。
大
菩
薩

I
笹
子
|
鯉
双
山
地
を
連
ね
る
嶺
線
以
西
。
甲
府
盆
地
を
国
中
平
野
と
い
う
。

ぐ

ん

な

い

郡
内
甲
斐
を
二
分
す
る
古
称
の
一
。
主
と
し
て
近
世
、
郡
内
領
。
桂
川
流
域
、
南
北
都
留
郡
の
地
域
。

ひ
が
し
C
お
り

峡
東
東
山
梨
・
東
八
代
郡
の
地
域
、
笛
吹
川
流
域
斜
面
。
古
く
は
束
郡
と
い
う
。
峡
は
「
か
い
」
戸
狭
降
、
は
ざ
ま
〉
、
甲
斐
の
意
。

に
し
C
お
り

峡
商
中
巨
摩
郡
の
釜
無
川
以
西
の
地
域
、
古
称
西
郡
。
ま
た
筋
名
と
し
て
西
郡
筋
と
い
う
。

き

よ

多

ら

ゅ

う

伝

訟

と

お

り

す

じ

峡
中
甲
府
市
・
旧
西
山
梨
郡
(
現
在
甲
府
市
域
)
、
中
巨
摩
郡
の
釜
無
川
以
東
の
地
域
。
筋
名
と
し
て
中
郡
筋
。

峡
北
北
巨
摩
郡
の
地
域
、
釜
無
川
上
流
域
斜
面
。

き

よ

う

な

ん

か

わ

う

ち

峡
南
南
巨
摩
・
西
八
代
郡
の
地
域
、
富
士
川
上
流
域
斜
面
。
河
内
の
称
が
あ
る
。

他

地

や

か

わ

い

り

た

し

ろ

い

り

の

ろ

か

わ

い

り

早
川
入
富
士
川
支
流
早
川
の
山
地
河
谷
園
。
白
峰
山
(
白
根
山
)
の
西
腹
、
静
岡
県
大
井
川
源
流
域
の
田
代
入
に
対
し
、
上
流
、
野
呂
川
入
(
古
く
は

み

だ

A
い
が
わ
い
り

能
呂
川
入
と
も
書
い
た
)
、
東
側
の
反
対
斜
面
、
御
刻
使
川
入
に
対
す
る
称
。

や

ま

が

た

み

だ

山
方
峡
西
の
一
部
。
甲
府
盆
地
西
縁
に
臨
む
山
間
部
の
古
い
通
称
。
御
勅
使
川
上
流
や
櫛
形
山
麓
の
山
村
地
帯
。
原
方
・
田
方
に
対
す
る
称
。

間
的
対
峡
西
の
山
方
・
田
方
に
対
す
る
称
。
甲
府
盆
地
西
縁
扇
状
地
の
原
野
に
お
け
る
農
村
地
方
の
古
い
通
称
。
御
勅
使
川
扇
状
地
面
は
こ
の
地
帯

の
中
心
を
な
す
。
古
く
か
ら
牧
馬
の
地
で
柿
栽
培
、
田
方
の
米
麦
と
の
交
換
経
済
や
行
商
に
依
存
し
て
い
た
。

田
方
峡
西
の
山
方
・
原
方
に
対
す
る
甲
府
盆
地
床
の
水
団
地
帯
を
い
う
古
い
通
称
。

か

く

ろ

，

が

〈

な

ん

岳
麓
岳
麓
地
方
。
富
士
五
湖
地
方
、
ま
た
は
単
に
五
湖
地
方
と
い
う
。
富
士
山
北
麓
の
高
原
地
帯
。
南
麓
静
岡
県
側
の
岳
南
に
対
す
る
。

ご

と

ち

ほ

う

五
湖
地
方
岳
麓
。

隠

し

か

た

げ

ん

ま

る

ぴ

西
方
河
口
湖
周
辺
。
北
富
士
西
組
入
会
村
の
地
域
に
対
す
る
通
称
。
こ
れ
に
対
す
る
剣
丸
尾
l
三
ツ
峠
線
以
東
の
富
士
吉
田
を
中
心
と
す
る
東
組

ひ
が
し
カ
た

に
は
、
東
方
の
称
が
と
く
に
認
め
ら
れ
な
い
。

お
し
の

郡
内
の
一
部
。
忍
野
、
山
中
湖
周
辺
。
本
来
、
岳
麓
の
中
心
吉
田
よ
り
低
文
化
の
地
と
い
う
意
味
で
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
意
味
は
し
だ
い
に

失
わ
れ
て
い
る
。
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下tよ2

郷5郷5

や

む

ら

郡
内
南
都
留
郡
桂
川
流
域
を
二
分
す
る
通
称
、
そ
の
北
半
部
。
谷
村
(
都
留
市
)
を
中
心
と
す
る
地
方
。

隠
し
か
っ
ち

前
記
に
対
す
る
称
、
そ
の
南
半
部
の
通
称
。
吉
田
(
富
士
吉
田
市
)
を
中
心
と
す
る
地
方
。
西
桂
は
上
郷
に
属
す
る
が
、
吉
田
の
発
展
に
よ

り
経
済
問
的
に
は
下
郷
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
世
に
は
、
山
梨
・
八
代
・
巨
麻
(
い
ま
巨
摩
)
の
三
郡
(
こ
れ
ら
は
明
治
期
に
な
っ
て
東
西
あ
る
い
は
南
北
中
に
わ
け
ら
れ
た
)
の
圏
中
を
九
筋

ニ
領
に
わ
け
た
。
す
な
わ
ち
一
種
の
行
政
地
域
と
し
て
の
次
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
地
名
は
今
日
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
概
念
は
前
記
の
峡
北
、
峡
南
:
:
:
な
ど
の
称
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
。

〈
り
孟
ら
ず
じ

栗
官
筋
栗
原
は
東
山
梨
郡
白
川
上
流
域
、
勝
沼
に
至
る
地
方
。
筋
名
と
し
て
は
笛
吹
川
東
方
の
総
称
。
現
在
の
塩
山
市
、
山
梨
市
近
在
ま
で
を
含
む
。

ま
ん
り
き
す
む

万
力
筋
東
山
梨
郡
、
笛
吹
川
以
西
の
地
。

き
た
や
ま
す
む

北
山
筋
甲
府
市
の
北
域
地
方
。
旧
西
山
梨
郡
の
北
部
地
域
。

生
命
と
お
今
す

U

中
郡
筋
旧
山
梨
郡
南
部
、
東
八
代
郡
西
部
、
中
巨
摩
郡
東
部
を
総
括
し
た
甲
府
南
方
の
地
域
。
境
域
固
定
せ
ず
。

お

お

い

き

わ

ず

じ

か

ね

大
石
和
筋
東
八
代
郡
東
部
。
石
和
町
東
方
に
あ
た
り
、
金
川
流
域
の
地
。

が
お
い
相
航
東
八
代
郡
中
部
。
石
和
町
南
方
に
あ
た
り
、
小
石
和
は
笛
吹
川
・
平
等
川
聞
の
地
。
筋
名
と
し
て
は
笛
吹
川
以
南
丘
陵
山
聞
を
含
む
。

ヘ

み

す

じ

遺
児
筋
北
巨
摩
郡
司
釜
無
川
左
岸
の
地
。
本
来
は
官
一

r、
慣
用
逸
見
、
俗
に
し
ば
し
ば
辺
見
。
古
く
か
ら
坂
上
、
逸
見
台
の
名
が
あ
っ
た
。
逸
見
筋

《
ん
み
す
む

は
塩
川
流
域
を
主
と
し
北
山
筋
と
武
川
筋
と
の
開
の
地
を
総
称
。
八
ヶ
岳
南
東
麓
の
裾
野
を
古
く
逸
見
平
と
総
称
し
た
が
、
大
泉
、
小
泉

い

で

ば

ら

ね

ん

ぱ

は

ら

(
い
ま
大
泉
町
)
の
地
が
主
体
、
井
出
原
、
念
場
原
な
ど
に
わ
か
れ
る
。

む

会

わ

す

じ

お

お

む

ζ

h

u

i

f

武
川
筋
武
河
筋
と
も
書
〈
。
北
巨
摩
郡
。
釜
無
川
を
は
さ
ん
で
逸
見
筋
と
相
対
す
る
右
岸
の
地
。
大
武
川
、
小
武
川
を
中
心
と
す
る
地
域
。

隠
し
E
お
り
す
じ

西
郡
筋
中
巨
摩
郡
。
釜
無
川
以
西
の
地
。
盆
地
の
口
を
犯
し
、
こ
れ
に
ひ
ら
け
る
鰍
沢
以
北
の
南
巨
摩
郡
、
市
川
大
門
付
近
の
西
八
代
郡
の
地
も
含

め
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

か

わ

う

る

河
内
西
八
代
、
南
巨
摩
郡
。
鰍
沢
以
南
、
富
士
川
流
域
、
静
岡
県
界
ま
で
の
汎
称
。
近
世
河
内
領
、
東
西
に
わ
か
っ
。
東
河
内
は
八
代
の
地
、
富

a
tち
戸
と
チ
ち
》

土
川
東
岸
、
六
組
の
称
あ
り
。
西
河
内
は
巨
摩
の
地
、
富
士
川
西
岸
。
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孟

例
示
の
ニ

徳
島
県

剣
山
地
以
北
の
阿
波
北
半
。
古
称
北
方
。
主
と
し
て
吉
野
川
中
下
流
域
。

み
と
み
が
た

前
記
に
対
す
る
阿
波
南
半
。
古
称
南
方
。
主
と
し
て
勝
浦
川
・
那
賀
川
下
流
低
地
以
南
の
地
域
。
今
日
、
市
名
と
も
な
り
、
景
勝
の
海
岸
名

に
も
冠
せ
ら
れ
る
。

C

ぉ。
郡
阿
北
の
う
ち
、
板
野
郡
の
地
域
。
古
い
呼
称
。

板
北
郡
す
な
わ
ち
板
野
郡
の
西
部
。

板
上
板
に
対
す
る
。
板
野
郡
の
東
部
。
鳴
門
市
・
徳
島
市
の
一
部
な
ど
、
主
と
し
て
低
地
の
地
域
。

と
お
り

郡
阿
北
の
う
ち
、
吉
野
川
中
流
低
地
。
美
馬
、
三
好
両
郡
の
地
。

C
お

り

お

え

み

よ

う

さ

い

み

ょ

う

ど

う

郡
吉
野
川
下
流
低
地
。
阿
波
・
麻
績
・
名
西
・
名
東
各
郡
の
低
地
。

辺
鳴
門
市
北
域
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
地
方
名
。
編
入
に
よ
る
新
市
域
。

の

や

ま

い

ぎ

ん

東
徳
島
市
内
の
東
部
地
域
。
近
世
、
城
山
を
猪
ノ
山
、
ま
た
清
山
と
よ
び
、
助
任
川
を
清
水
と
い
う
の
に
な
ぞ
ら
え
た
称
。
城
東
の
意
。
滑
北

な
い
し
滑
南
の
称
は
使
わ
れ
ず
、
滑
東
だ
け
が
通
称
地
域
名
と
し
て
著
名
。
(
四
国
内
の
異
地
に
滑
南
が
あ
る
)

海
部
郡
の
沿
岸
、
高
知
県
に
も
ま
た
が
る
。
海
部
灘
に
面
し
、
東
西
の
称
が
あ
り
、
東
灘
目
は
徳
島
側
、
西
灘
自
は
高
知
側
を
い
う
。
徳
島

側
を
細
分
す
る
類
称
と
し
て
上
灘
・
下
灘
が
あ
る
。

海
部
郡
北
東
部
の
海
岸
地
方
。
由
岐
、
日
和
佐
e

牟
岐
の
各
町
。

海
部
郡
南
東
部
の
海
岸
地
方
。
海
南
・
海
部
・
穴
喰
の
各
町
。

那
賀
川
が
平
野
部
へ
出
る
前
の
河
谷
地
域
。
那
賀
川
平
野
と
丹
生
谷
と
の
中
間
部
ー
を
な
し
、
自
然
的
で
あ
る
が
生
活
圏
的
意
義
が
強
い
。

仁
字
谷
と
も
書
く
。
那
賀
川
上
中
流
域
の
地
。
鷲
敷
町
以
西
全
域
。

那
賀
川
筋
丹
生
谷
の
上
流
部
、
木
頭
山
地
圏
の
総
称
。

い

や

や

ま

い

や

だ

に

祖
谷
川
流
域
、
東
西
担
谷
山
村
地
域
の
総
称
。
祖
谷
渓
の
呼
び
名
で
知
ら
れ
る
。

高Z~ヒ ti目め
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地

名

誌

論

考

例
'
と
し
て
山
形
県

通
称
と
か
俗
称
と
か
で
呼
ば
れ
る
地
域
名
の
範
囲
に
よ
っ
て
生
ず
る
地
域
区
分
は
、
地
域
性
認
識
の
有
効
か
つ
適
切
な
手
段
で
あ
る
地

域
設
定
の
礎
材
で
あ
る
と
と
も
に
、
、
あ
る
も
の
は
そ
れ
自
体
、
裕
に
一
個
の
地
理
区
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
。
地
域
区
分
は
、

そ
の
思
考

体
系
と
し
て
は
大
地
域
か
ら
小
地
域
へ
(
全
体
か
ら
個
へ
)

の
方
向
を
指
向
す
る
が
、
地
域
形
成
は
そ
の
逆
の
思
考
体
系
を
指
向
す
る
概

念
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
本
質
的
に
お
な
じ
対
象
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
地
名
の
集
成
の
意
図
も
結
局
こ
の
点
に
強
く
根
ざ

す
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
地
名
誌
論
考
と
は
、
要
す
る
に
地
名
の
地
誌
的
解
釈
に
則
る
こ
と
で
あ
る
。

山

形

県

山
形
県
の
地
域
形
成
の
系
列
は
、
大
き
く
内
陸
地
方
と
沿
岸
地
方
と
か
ら
成
り
た
つ
。
こ
の
点
は
北
隣
の
秋
田
県
も
同
様
で
、
と
も
に

東
北
地
方
の
日
本
海
斜
面
(
出
羽
)
の
地
域
性
を
構
成
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、

そ
れ
で
さ
え
、
最
上
川
と
い
う
ひ
と
つ
の
要
素
に
よ
っ

て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
県
の
地
域
形
成
に
み
ら
れ
る
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

も

が

み

む

ら

や

ま

〔
最
上
・
村
山
〕
最
上
は
、
古
く
は
最
上
川
中
流
域
の
内
陸
地
方
(
ま
た
は
単
に
内
陸
、
奥
羽
山
脈
と
出
羽
山
地
と
の
中
間
部
)

か
み
り
や
ま

称
。
上
山
か
ら
新
庄
に
い
た
る
メ
デ
ィ
ア
ン
グ
ル

1
ヴ
の
盆
地
列
を
総
括
し
た
地
域
概
念
で
、
上
流
の
置
賜
、
下
流
の
圧
内
(
荘
内
)
と

の
vl 

と
も
に
、
最
上
川
圏
を
大
き
く
三
分
す
る
広
域
圏
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、

そ
の
北
辺
の
最
上
郡
新
庄
地
区
の
称
。
こ
の
間
に
は
領
域
な

ら
び
に
名
称
設
定
の
変
遷
が
み
ら
れ
る
。

建
郡
制
下
、
古
代
圏
「
最
上
」
は
お
な
じ
く
「
置
賜
」
と
と
も
に
陸
奥
か
ら
出
羽
へ
移
さ
れ
、

さ
ら
に
最
上
郡
を
二
分
し
て
最
上
・
村



山
を
置
い
た
。
こ
の
と
き
北
を
村
山
、
南
を
最
上
と
し
た
の
で
、

「
中
世
村
山
」
は
今
日
の
お

「
中
世
最
上
」
は
今
日
の
ほ
ぼ
村
山
に
、

よ
そ
最
上
(
最
上
郡
に
北
村
山
郡
を
含
む
範
囲
)
に
あ
た
る
。
し
か
る
に
戦
国
騒
乱
に
際
し
て
、
山
形
に
居
を
占
め
た
最
上
斯
波
氏
勢
力

の
伸
張
に
と
も
な
い
村
山
を
あ
わ
せ
た
最
上
領
の
拡
大
が
、

村
山
の
郡
号
を
し
だ
い
に
有
名
無
実
の
も
の
と
す
る
に
及
び
、

「
中
世
村

山
」
の
概
念
も
消
滅
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
実
質
的
に
「
古
代
最
上
」
の
再
現
で
あ
る
。
最
上
氏
滅
亡
後
、
自
然
消
滅
の
結
果
と
な

っ
た
村
山
を
復
活
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
「
古
代
最
上
」
の
北
部
を
最
上
、
南
部
を
村
山
と
し
、
中
世
圏
と
は
南
北
相
反
す
る
形
を
と
っ

た
。
こ
れ
「
近
世
最
上
」
と
「
近
世
村
山
」
の
成
立
で
あ
り
、
今
日
の
地
域
概
念
の
端
緒
で
あ
る
。

か
く
て
「
近
世
最
上
」
は
「
古
代
綾
上
」
の
北
辺
の
一
隅
に
収
縮
し
た
。

い
ま
の
最
上
郡
の
地
域
が
、
今
日
、
最
上
地
区
(
最
土
地
方
)

の
呼
び
名
で
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

最
上
川
上
中
流
域
の
内
陸
地
方
は
完
全
に
最
上
・
村
山
・
置
賜
の
三
地
区
に
区
分
対
比
さ
れ

る
。
近
時
、
最
上
地
区
は
地
域
の
中
心
都
市
の
名
を
と
っ
て
新
庄
地
区
(
新
庄
地
方
)
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

し
だ
い
に
こ
の

呼
び
名
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
村
山
は
明
治
十
三
年
東
西
南
北
の
四
郡
に
分
割
さ
れ
た
が
、
近
時
の
合
併
ブ
l
ム
で
南
村
山
郡
は
山
形

市
の
拡
大
、
上
山
市
の
成
立
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。
村
山
地
区
(
村
山
地
方
)
も
ま
た
中
心
都
市
の
呼
び
名
で
山
形
地
区
(
山
形
地
方
)

地域名称とその意義

と
い
う
の
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
①
O

お

ぐ

に

ち

〈

〔
小
園
地
区
〕

最
上
郡
の
東
部
、
奥
羽
山
脈
中
の
一
小
盆
地
(
小
国
盆
地
)
と
そ
れ
を
限
る
山
地
と
か
ら
成
る
山
間
盆
地
圏
を
古
く
か

ら
小
国
郷
と
い
い
、
今
日
で
は
現
代
流
に
小
園
地
区
、
小
園
地
方
と
い
う
。

「
最
上
」
の
一
部
を
な
す
が
、
比
較
的
隔
絶
性
が
強
く
、
新

庄
盆
地
と
対
抗
的
な
地
域
構
成
を
も
っ
。
し
か
し
経
済
的
条
件
は
微
弱
で
、
新
庄
盆
地
へ
の
従
属
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
東
西
両
小
国

村
の
地
で
、
い
ま
両
者
合
併
し
て
最
上
町
と
な
り
(
昭
二
九
)
、

お
ぱ
主
ざ
わ
ち
〈

ハ
尾
花
沢
地
区
U

一
行
政
区
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
。

209 

「
村
山
」
の
北
部
。
尾
花
沢
・
大
石
田
を
中
心
と
す
る
北
村
山
郡
の
北
部
の
地
域
を
い
う
。
山
形
盆
地
(
村
山
盆
地
)
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の
北
部
は
尾
花
沢
・
村
山
両
市
聞
の
丘
陵
で
わ
ず
か
に
区
切
ら
れ
て
尾
花
沢
盆
地
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
地
域
は
そ
こ
か
ら
北
の
方
に

あ
た
る
。
こ
の
丘
陵
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
狭
陸
は
き
わ
め
て
低
平
で
、
盆
地
南
部
と
の
連
続
性
が
強
く
、
尾
花
沢
盆
地
は
村
山
経
済
圏

下
の
一
翼
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
村
山
経
済
圏
そ
の
も
の
と
い
う
性
格
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
尾
花
沢
地
区
が

「
村
山
」
・
「
最
上
」
聞
の
一

E
区
と
し
て
の
存
在
を
認
め
ら
れ
で
も
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
価
値
は
な
く
、
小
園
地
区
が
「
最
上
」
の
一
軍
区

と
し
て
成
立
す
る
よ
り
も
、

は
る
か
に
成
立
の
意
義
を
失
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
尾
花
沢
地
区
の
設
定
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
性
が
認
め
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
o

h
脅
ょ
ん
ま

〔
清
繍
U

最
上
川
の
最
上
流
圏
で
、

ば
れ
て
い
る
。
米
沢
・
長
井
の
二
市
が
成
立
し
て
い
る
が
、
本
来
東
西
南
三
置
賜
郡
の
地
で
あ
る
。
三
郡
の
分
立
は
明
治
以
降
の
こ
と
で

「
中
世
最
上
」
に
対
す
る
古
く
か
ら
の
地
域
単
位
を
構
成
し
た
。
古
く
は
「
お
い
た
み
」
と
も
呼

あ
る
。

よ
ね
ぎ
わ
ち
〈

〔
米
沢
地
区
〕

置
賜
の
首
白
米
沢
は
、
慶
長
年
間
に
都
市
的
形
態
を
整
え
た
近
世
城
下
町
と
し
て
、

そ
の
地
方
中
心
の
性
格
を
も
ち
つ

づ
け
た
。
し
た
が
っ
て
「
現
代
最
上
」
が
新
庄
地
区
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
置
賜
が
米
沢
地
区
と
呼
ば
れ
る
必
要
性
を
採

る
の
は
領
け
る
が
、

し
か
し
米
沢
地
区
の
称
は
む
し
ろ
置
賜
領
内
の
一
部
、

東
置
賜
・
南
置
賜
両
郡
の
地
を
さ
し
て
い
う
も
の
と
い
え

る
。
こ
れ
は
最
上
を
新
庄
と
置
き
か
え
る
の
と
や
や
意
味
が
異
り
、
米
沢
地
区
は
単
な
る
置
賜
地
区
の
呼
び
か
え
で
は
な
く
、
他
地
区
の

併
存
を
と
も
な
う
亜
区
の
成
立
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
最
上
に
あ
っ
て
も
小
園
地
区
は
最
上
の
亜
区
と
し
て
存
立
し
、
こ
れ
を
除
い
た
最
上
に
対
し
て
新
圧
地
区
の
称
を
当
て
る

と
す
れ
ば
、

つ
ま
り
新
庄
地
区
と
い
う
場
合
に
は
小
園
地
区
を
含
ま
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
新
圧
地
区
は
最
上
の
亜
区
と
い

い
う
る
が
、
使
用
慣
習
の
上
で
は
最
上
と
新
庄
地
区
と
は
と
く
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
概
念
構
成
の
上
か
ら
は
新
庄
地
区
の
称
は
小
国



地
区
を
含
ま
な
い
と
み
る
の
が
、
理
論
的
に
系
統
づ
け
る
に
は
都
合
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
か
な
ら
ず
し
も
理
論
通
り
に
体
系

n てコ
屋やけ

代kら
地ちれ
区くな

し、

屋やの

1"\:~ が
郷Z現
u-状

の
よ
う
で
あ
る。

米
沢
盆
地
東
部
、
屋
代
川
の
渓
口
集
落
で
城
下
町
の
高
畠
を
中
心
と
す
る
屋
代
郷
三
万
石
。
江
戸
中
期
に
は

幕
領
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

屋
代
郷
の
地
域
概
念
は
比
較
的
残
存
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
米
沢
地
区
の
亜
区
で
あ
っ

て
、
と
く
に
強
固
な
地
域
区
分
を
構
成
す
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

な
が
い
ち

4

ハ
長
井
地
区
U

西
置
賜
郡
東
部
の
長
井
盆
地
を
中
核
と
す
る
地
域
。
概
略
長
井
市
・
白
鷹
町
の
地
で
あ
る
が
、
本
来
の
地
域
概
念
と
し

て
は
行
政
区
の
範
囲
と
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
長
井
盆
地
は
米
沢
盆
地
の
北
西
に
接
続
す
る
一
個
の
地
形
単
位
で
あ
り
、
両
者

は
今
泉
山
と
眺
山
の
低
い
正
陵
で
画
さ
れ
る
が
、
広
義
の
米
沢
盆
地
と
し
て
一
括
さ
れ
う
る
性
格
を
も
っ
。
こ
の
間
の
事
情
は
尾
花
沢
地

区
の
場
合
と
類
似
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。

置
賜
盆
地
と
い
う
称
呼
は
米
沢
盆
地
の
別
名
と
し
て
、

し
ば
し
ば
む
し
ろ
古
い
タ
イ
プ
の
呼
び
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合

に
は
米
沢
盆
地
を
広
義
に
解
す
る
立
場
を
と
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
使
用
慣
習
の
上
で
は
、
置
賜
盆
地
と
米
沢
盆
地
と
の
称
呼

地域名称とその意義

上
の
関
係
は
莫
然
と
し
て
お
り
、
地
域
名
の
も
つ
概
念
は
固
定
し
て
い
な
い
。
置
賜
・
米
沢
・
長
井
な
ど
の
各
地
区
の
設
定
は
、

そ
れ
ら

〔地
小お域

国E名
郷5の
U 成

り
た
ち
の
上
カミ

ら
み
て

そ
れ
ぞ
れ
の
盆
地
名
と
無
関
係
に
は
考
え
ら
れ
な
い
⑦
O

西
置
賜
郡
西
部
、
新
潟
県
寄
り
の
山
地
帯
。
小
国
盆
地
を
中
核
と
す
る
河
谷
盆
地
圏
。
お
な
じ
県
内
に
あ
る
だ
け
に
、
最

」
引
い
で

上
小
国
と
混
同
さ
れ
や
す
い
。
出
羽
飯
豊
山
地
の
山
間
経
済
圏
で
、
古
く
か
ら
越
後
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
交
通
系
統
(
主
と
し
て

道
路
)

の
変
革
に
よ
り
米
沢
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
置
賜
地
区
の
一
部
と
し
て
の
実
を
備
え
た
と
い
え
る
。
昭
和
二
十
九
年
小
国
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町
を
中
心
と
し
南
北
両
小
国
村
で
小
国
町
を
つ
く
っ
た
が
、
三
十
五
年
津
川
村
を
編
入
し
、
旧
小
国
郷
田
ケ
村
を
一
行
政
区
と
し
て
統
一
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し
た
。

L
Iう
な

h

L

E
う
・
な

h

円
庄
内
・
荘
内
〕

最
上
・
村
山
・
置
賜
の
内
陸
に
対
し
、
山
形
県
海
岸
部
の
地
域
を
形
成
す
る
。
庄
内
・
荘
内
の
両
様
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
混
用
は
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
ど
ち
ら
を
主
体
に
と
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
庄
・
荘
の
字
義

に
関
す
る
詮
索
は
い
ま
措
く
と
し
て
、
今
日
庄
内
の
書
式
が
比
較
的
多
い
の
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
不
詳
で
あ
り
、
本
質
的
に
両

字
の
義
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
の
意
義
も
と
く
に
認
め
ら
れ
な
い
@
o

秋
田
県
本
荘
の
「
荘
」
、
埼
玉
県
本
圧
の
「
圧
」
が
、

成
文
的
な
裏
づ
け
の
ゆ
え
に
、
現
段
階
に
お
い
て
書
き
か
え
ら
れ
な
い
の
と
は
異
り
、
こ
の
種
の
地
名
に
は
こ
う
し
た
ユ
レ
が
あ
る
。
日

本
語
の
鷹
揚
さ
、
寛
容
性
が
地
名
に
あ
ら
わ
れ
た
例
で
あ
ろ
う
か
。

庄
内
は
も
と
も
と
庄
(
荘
)

の
領
域
内
を
意
味
す
る
普
通
名
詞
で
あ
り
、
国
府
・
府
中
・
国
中
(
佐
渡
・
甲
斐
・
大
和
な
ど
に
み
ら
れ

る
)
・
郡
内
・
郡
中
な
ど
と
お
な
・
し
よ
う
に
、

普
通
名
詞
が
そ
の
地
域
に
固
有
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
臣
内
と
い
う
地
名

は
こ
こ
以
外
に
も
見
ら
れ
る
が
、
全
国
的
な
規
模
で
庄
内
と
い
え
ば
、

」
の
地
を
さ
す
よ
う
に
固
定
化
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ

る
。
あ
た
か
も
岩
手
の
「
下
北
」
が
ロ
ー
カ
ル
と
な
っ
て
青
森
の
「
下
北
」
が
そ
の
称
を
固
有
化
し
た
よ
う
に
、

で
「
内
海
」
が
瀬
戸
内
海
を
意
味
し
@
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
地
中
、
海
」
が
欧
阿
地
中
海
を
、

そ
し
て
ま
た
、
わ
が
国

ア
メ
リ
カ
で
「
ガ
ル
フ
」
が
メ
キ
シ
コ
湾
を

示
す
よ
う
に
、
特
定
の
地
域
が
一
般
普
通
名
詞
に
固
有
名
詞
の
地
位
を
与
え
た
好
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
地
域
認
識
の
拡
大
に
と

も
な
っ
て
お
こ
る
当
然
の
経
過
で
あ
る
。

庄
内
は
出
羽
山
地
の
脊
梁
以
西
、
山
形
県
の
日
本
海
斜
面
に
対
す
る
総
称
で
あ
り
、
庄
内
平
野
を
地
域
的
主
体
と
す
る
。
最
上
川
を
境

あ

〈

み

か

わ

宮

た

た

が

わ

か

わ

み

在

み

に
し
て
北
の
飽
海
(
川
北
と
い
う
)
、
南
の
田
川
(
川
南
と
い
う
)
の
二
地
区
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
庄
内
は
白
川
郡
大
泉
郷
の
荘

固
か
ら
起
っ
た
も
の
で
大
泉
荘
内
を
意
味
し
、
中
世
そ
の
地
頭
た
る
大
宝
寺
武
藤
氏
の
領
域
を
称
し
て
い
た
。
戦
国
の
世
、
飽
海
の
遊
佐



民
と
争
っ
て
そ
の
領
域
を
併
せ
て
か
ら
、
庄
内
は
川
南
・
川
北
両
地
域
に
わ
た
る
汎
称
と
な
っ
た
。
中
世
末
(
室
町
後
期
)
の
新
開
地
を

と

う

や

と

5
や

乙

う

や

意
味
し
、
庄
内
平
野
に
特
有
な
地
名
で
あ
る
輿
屋
(
奥
野
・
高
野
な
ど
)
は
、
こ
う
し
た
汎
称
と
し
て
の
庄
内
が
成
立
し
た
頃
と
併
立

し
、
近
世
の
新
開
地
で
あ
る
新
田
地
名
の
分
布
は
、

と
く
に
川
北
に
多
い
。
興
屋
は
置
賜
に
み
ら
れ
る
高
野
・
小
野
と
同
性
格
の
成
立
過

程
を
も
っ
集
落
で
あ
る
。

か
わ
曹
た

戸
川
北
〕

あ
〈
み

庄
内
の
う
ち
最
上
川
以
北
、
飽
海
郡
の
地
。
飽
海
と
も
い
う
。
飽
海
は
郡
号
(
寛
文
年
中
復
号
)
か
ら
き
た
地
域
名
、
川
北

は
俗
称
で
あ
る
。
飽
海
は
天
正
以
後
遊
佐
郡
(
遊
佐
は
荘
号
)
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

か

わ

み

ま

み

た

が

わ

戸
川
南
U

田
川
郡
の
地
。
田
川
と
も
い
う
。
そ
の
成
立
は
飽
海
と
お
な
じ
。
明
治
以
降
東
西
ニ
郡
を
形
成

庄
内
の
う
ち
最
上
川
以
南
、

ハし
山2て
浜Eい
〕る。
圧
内
の
海
岸
を
庄
内
浜
と
い
い
、

そ
の
北
半
部
は
砂
正
地
帯
、
南
半
部
は
岩
石
海
岸
を
な
す
。
山
浜
地
方
は
こ
の
南
半
部
の

称
で
あ
る
。
圧
内
浜
は
し
ば
し
ば
こ
れ
に
対
す
る
語
と
し
て
北
半
部
の
海
岸
砂
正
の
地
域
を
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
山
浜
の
称
が
し
だ
い

に
廃
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
も
あ
っ
て
、
庄
内
全
般
の
海
岸
を
さ
す
性
格
が
強
い
。

地域名称とその意義

第
四
項

地
域
名
称
の
諸
類
型

ー
ー
そ
の
分
析
と
特
質

."，..1 

地
名
の
形
式
(
に
あ
ら
わ
れ
る
地
域
概
念
の
性
格
)
に
よ
る
類
型
を
求
め
る
と
、
都
道
府
県
別
単
位
に
眺
め
た
場
合
、
お
よ
そ
次
の
よ

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
分
析

213 

う
な
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
る
。
以
下
、
代
表
的
な
類
型
に
つ
い
て
、
地
域
の
大
き
さ
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
、

し
、
結
果
を
要
約
す
る
。
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一
、
大
区
分
的
分
轄
型
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歴史地域名称一一奥羽の例

全
県
も
し
く
は
県
域
の
大
部
分
を
東
西
南
北
中
、
前
後
、
上
下
、
内
外
等
を
付
し
て
分
轄
す
る
地
名
型
・
で
、
府
県
単
位
に
み
る
場
合
の

大
地
域
区
分
に
多
い
。
し
か
し
こ
こ
に
い
う
大
区
分
と
は
、
全
一
地
域
(
小
地
域
で
あ
っ
て
も
よ
い
)
を
数
個
に
区
分
す
る
こ
と
を
概
念
基

底
に
も
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、

そ
の
全
域
の
一
部
分
だ
け
を
画
す
る
概
念
で
は
な
く
、
地
域
区
分
的
概



つ
加
し
よ
う

念
で
成
り
た
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
名
称
と
し
て
の
形
の
上
で
は
対
称
を
と
も
な
う
。

す
な
わ
ち
対
応
型

(
g
R
g
M
M
Oロ
門
出
口

m

-M同
昨
日
い

m
w
H
ロ)
で
あ
る
。

き

ほ

4

1
東
西
南
北
型
で
は
、
東
西
南
北
等
が
国
名
に
つ
く
型
式
が
一
般
的
で
、
こ
れ
は
当
然
県
名
に
つ
く
形
式
よ
り
先
行
す
る
。
紀
北
(
和
歌

あ

在

ん

-
P

う

さ

ん

ち

ゅ

う

わ

せ

h
さ

ん

在

ん

さ

つ

山
)
@
・
阿
南
(
徳
島
)
な
ど
の
よ
う
に
国
名
の
後
に
つ
く
型
と
、
東
一
ニ
(
東
三
河
)
(
愛
知
了
中
和
(
奈
良
)
・
西
讃
(
香
川
)
・
南
薩
(
鹿
児
島
)
⑪

な
ど
の
よ
う
に
前
に
つ
く
型
と
が
あ
る
が
、
造
語
上
で
も
地
域
的
分
布
の
上
で
も
法
則
的
な
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
東
三
河
略
し
て
東

三
と
い
う
よ
う
な
型
、
あ
る
い
は
中
和
(
大
和
中
部
)
の
よ
う
な
、
国
名
の
第
一
字
(
上
の
字
)
を
と
る
か
、
第
二
字
(
下
の
字
)
を
と

る
か
、
な
ど
の
点
は
、
呼
称
上
の
慣
習
や
便
宜
に
も
と
づ
き
、
と
く
に
理
論
的
な
裏
づ
け
は
見
出
し
え
な
い
。

き

ょ

う

と

う

ご

せ

い

れ

い

な

ん

2
峡
東
(
山
梨
)
・
呉
西
(
富
山
)
⑫
・
嶺
南
(
福
井
・
愛
媛
)
の
よ
う
に
、
国
名
の
異
称
や
変
形
、
あ
る
い
は
境
界
を
な
す
自
然
地
名
な
ど
と

造
語
す
る
も
の
は
、
歴
史
的
風
土
の
形
成
に
関
し
て
よ
り
適
切
で
あ
る
。
文
化
的
地
名
と
造
語
す
る
も
の
に
は
、
城
南
・
城
北

(
東
京

大
阪
・
熊
本
)
な
ど
の
型
が
あ
る
。

地域名称とその意義

き
わ
め
て
恐
意
的
で
、
峡
東
・
峡
酉
:
:
:
な
ど
は
国
中
(
大
区
分
)

の
亜
区
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
実
質
的
に
は
郡
単
位
(
タ
イ
プ
六
)
で
あ
る
が
、
呉
東
・
呉
西
は
大
地
域
的
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
東
-

E
内
町
(
富
山
)
⑫
は
概
念
構
成
の
上
で
は
呉
東
・
呉
西
と
同
系
で
あ
る
が
、
後
者
の
よ
う
な
大
区
分
的
意
義
を
も
た
な
い
点
で
、
そ
の
地
域

と

う

た

ん

き

ほ

〈

h
と
う

h

主
ん

的
意
義
は
よ
り
ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
。
甲
南
(
兵
庫
)
⑫
・
見
北
|
見
北
郷
と
も
い
う
|
(
愛
媛
)
⑫
・
謂
東
〔
徳
島
)
・
滑
南
(
高
知
)
(
タ
イ
プ
七
の

地
域
の
大
き
さ
か
ら
み
れ
ば
、

現
参
照
)
な
ど
も
こ
の
系
統
で
あ
る
。

3
前
後
上
下
、
表
裏
内
外
型
は
時
に
「
中
」

(
「
夫
」
)
を
と
も
な
っ
て
二
区
分
、
三
区
分
に
大
別
す
る
性
格
を
も
つ
が
、
国
単
位
あ
る
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い
は
そ
れ
ら
を
集
め
た
道
単
位
の
広
域
圏
を
指
向
す
る
傾
向
が
あ
る
。
表
裏
内
外
型
は
昨
今
で
は
む
し
ろ
新
し
い
地
名
タ
イ
プ
と
し
て
地

域
を
概
念
づ
け
る
傾
向
も
あ
る
。
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4
敵
対
パ
校
一
政
(
宮
城
)

の
タ
イ
プ
は
形
と
し
て
は
五
の
型
と
同
じ
で
あ
る
が
、

概
念
構
成
の
上
で
異
質
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
概
念
構
成

上
か
ら
は
前
項
1
の
変
型
で
あ
り
、
固
有
部
分
の
称
の
省
略
形
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
大
地
域
型
で
あ
る
。

ニ
、
藩
領
区
分
型

ど

お

り

す

じ

h
り

お

ろ

な

ん

ー
通
・

l
筋
・

1
入
な
ど
の
型
で
よ
ば
れ
、
中
小
地
域
を
規
定
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
寛
文
年
中
の
奥
南
(
奥
州
南
部
)
領
域
内
十

の
地
域
を
つ
く
り
交
通
線
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
た
領
内
区
分
で
あ
る
。

「
通
」
は
村
里
を
組
合
せ
て
一
つ

へ

み

す

じ

L
も
す

c

t
か
・
守
じ

同
じ
よ
う
な
意
味
を
も
っ
甲
州
の
逸
見
筋
、
諏
訪
の
下
筋
・
中
筋

へ
ん
み

仕
や
か
・
一
わ
い
り

河
谷
に
沿
う
自
然
地
域
型
で
も
あ
り
、
藩
領
区
分
的
な
生
活
圏
型
で
も
あ
る
。
ー
入
型
で
は
甲
斐
の
早
川
入
な
ど
流
域
型
の
点

品
。
〈
ら
い
り
み
巴
な
み
や
ま
や
ま
の
う
ち

は

t
筋
型
と
似
て
い
る
が
、
会
津
の
御
蔵
入
(
南
山
・
山
之
内
な
ど
と
も
い
う
)

の
ご
と
き
は
、

異
質
地
域
の
形
成
と
い
う
点
で
や
や
性

郡
三
十
三
通
(
ま
た
三
十
六
県
)
な
ど
は
一
種
の
行
政
区
で
あ
っ
て
六
の
範
騰
に
属
す
る
と
い
え
る
。

な
ど
は
、

格
を
異
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
性
格
を
通
し
て
求
め
ら
れ
る
一
つ
の
類
型
は
、
多
分
に
歴
史
的
潤
色
の
上
に
成
り
た
つ
の
で
、
歴
史
地
域
名
称
と
し
て
明
瞭

な
タ
イ
プ
を
つ
く
る
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
な
お
、
福
島
県
の
浜
通
り
・
中
通
り
は
そ
の
地
域
区
分
的
な
性
格
か
ら
み
る
と
、
別
類

主
か
ど
お
り

そ
し
て
福
岡
県
糸
島
半
島
基
部
の
中
通
な
ど
は
、

型
の
大
地
域
型
で
、
タ
イ
プ
一
の
系
列
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
り
、

そ
の
小
地
域
型
を
な
す
と
い
え
る
。

三
、
郷

ほ

な

い

ど

う

さ

ん

じ

ど

う

か

め

だ

ど

う

L
h
uね
と

う

い

り

ご

う

し

句

か

わ

ど

ラ

保
内
郷
(
茨
城
・
愛
媛
了
山
路
郷
(
和
歌
山
)
・
亀
田
郷
・
白
根
郷
(
と
も
に
新
潟
了
入
郷
戸
宮
崎
了
白
川
郷
(
岐
阜
)
、
等
々
、
事
例
は
多
い
o

u
F

う
在
い

中
世
の
「
郷
名
」
以
来
そ
の
概
念
を
承
け
継
ぎ
、
近
世
に
お
い
て
復
活
的
に
確
立
し
た
一
地
方
・
村
落
制
度
に
も
と
づ
く
概
念
で
成
り
た

名

型

ち

一
般
に
小
地
域
型
で
あ
る
。
新
潟
県
に
多
い
こ
の
種
の
郷
名
は
新
団
地
帯
の
小
区
分
的
な
地
域
を
示
す
よ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
そ



の
山
間
盆
地
列
に
多
い
の
は
や
は
り
中
世
的
起
源
の
性
格
を
推
測
せ
し
め
る
。
今
日
の
状
態
か
ら
は
、
多
く
は
一
つ
の
中
心
都
市
を
も
っ

都
市
圏
型
地
域
で
あ
り
、

そ
の
点
、
小
規
模
な
が
ら
ロ

o
E
-
B
m
-
g
的
で
あ
る
が
、
結
集
的
機
能
を
と
く
に
も
た
な
い
集
落
の
散
在
す

る
山
地
型
も
あ
る
(
た
と
え
ば
白
川
郷
)
。

四
、
自
然
地
域
型

さ

ん

・

な

い

よ

こ

て

さ

ん

在

柄

さ

ん

ち

ゅ

う

に

し

さ

ん

ち

ゅ

う

山
内
・
山
中
型
、
河
谷
型
、
浜
・
浦
型
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
山
内
・
横
手
山
内
(
と
も
に
秋
田
)
・
山
中
(
群
馬
・
奈
良
・
岡
山
)
・
西
山
中

く

に

な

か

ぐ

ん

t
h

ぐ

ん

ち

ゅ

う

そ

う

主

き

ん

ち

ゅ

う

ご

う

(
長
野
)
@
等
、
畑
中
・
郡
内
・
郡
中
な
ど
の
よ
う
に
普
通
名
詞
が
固
有
化
し
た
。
地
域
意
識
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
相
馬
山
中
郷
(
福
島
)

に
し
は
ま
左
左
た
に

E
ゅ
う
き
ん
た
に

の
ご
と
く
固
有
名
を
冠
し
た
も
の
も
あ
る
(
こ
れ
は
さ
ら
に
郷
名
型
と
結
び
つ
い
て
い
る
)
。
西
浜
七
谷
(
新
潟
了
十
三
谷
な
ど
(
富
山
)
・

う

た

に

さ

た

に

右
谷
・
左
谷
(
と
も
に
福
岡

J

な
ど
の
河
谷
型
は
、

き

わ

め

た

ζ

な
い
き
わ
め

沢
目
と
因
子
内
沢
固
な
ど
は
、

小
地
域
を
規
定
す
る
最
も
普
遍
的
な
自
然
地
域
型
で
、

h
-
去
に
わ

羽
後
の
山
内
を
構
成
す
る
稲
庭

固
有
ロ
ー
カ
ル
名
の
河
谷
型
で
あ
る
。

タ
イ
プ
ニ
も
地
形
的
に
は
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
こ
の
型
は
藩
領
区
分
型
の
よ
う
な
史
的
背
景
に
乏
し
く
、
生
活

圏
型
に
近
い
タ
イ
プ
で
自
然
地
域
的
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
素
朴
な
、
原
始
的
な
地
域
形
成
の
類
型

地域名称とその意義

で
あ
る
と
い
え
る
。

五
、
生
活
圏
型

が

た

ね

ー
涜
・

l
根
な
ど
の
型
が
み
ら
れ
る
が
、
タ
イ
プ
一
の
4
に
示
す
南
方
・
北
方
の
よ
う
な
大
地
域
型
で
は
な
く
、
自
然
地
域
的
に
規
定

詰
式

や

ま

が

た

陪

ら

が

た

た

が

た

さ
れ
る
小
地
域
型
で
あ
る
。
第
三
項
例
示
の
一
、
山
梨
県
の
項
に
示
し
た
山
方
・
原
方
・
田
方
、
島
興
部
に
み
ら
れ
る
地
方
・
島
方
(
た

し

ま

ず

え

に

し

ね

と
え
ば
愛
媛
)
・
島
末
(
周
防
大
島
)
、
山
麓
部
の
西
根
な
ど
(
岩
手
・
福
島
)
が
例
で
あ
り
、
経
済
圏
的
性
格
も
加
わ
り
、
名
称
自
体
の
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固
有
性
は
薄
れ
る
感
が
あ
る
。
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六
、
行
政
圏
型

b
J、
ど
お
り

概
括
的
に
新
旧
両
タ
イ
プ
に
わ
け
ら
れ
る
。
奥
郡
(
宮
城
)
の
よ
う
な

t
郡
型
は
大
区
分
的
分
轄
型
で
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
死
滅
し
た
近

世
以
前
の
遺
称
で
あ
る
が
、
ー
部

(t方
部
)
・

l
区
は
明
治
型
、
ー
地
方
は
新
称
で
、

い
ず
れ
も
お
お
む
ね
小
地
域
型
に
属
す
る
。
統
計

と
う
せ
h

さ
ん
ば
ち

区
分
型
や
管
轄
区
分
型
は
比
較
的
最
近
の
使
用
に
か
か
る
も
の
で
、
郡
名
の
組
合
せ
的
な
も
の
が
多
い
。
東
青
・
三
八
@
(
と
も
に
青
森
)
・

除
ち
ら
〈

八
楽
(
愛
知
)
@
な
ど
、
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
各
種
の
管
区
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
性
格
上
き
わ
め
て
怒
意
的
、
任
意
的
、

便
宜
的
で
あ
り
、
地
域
名
と
し
て
の
固
定
性
は
浅
く
、
本
稿
の
主
対
象
と
は
な
り
に
く
い
。

七
、
特
殊
固
有
型

特
定
の
地
域
だ
け
に
着
目
し
て
そ
の
地
域
を
名
称
的
に
意
識
す
る
度
合
が
つ
よ
く
、
地
域
区
分
的
な
全
域
意
識
が
な
い
。
そ
の
点
で
タ

に

ろ

う

つ

り

や

ま

ほ

4
め

い

う

し

く

そ

イ
プ
一
と
対
照
的
で
あ
る
。
韮
生
・
津
野
山
(
と
も
に
高
知
)
・
北
摂
(
鳥
取
)
・
牛
尿
(
鹿
児
島
)
(
後
二
者
は
現
今
消
滅
)
な
ど
の
よ
う
に
、

固
有
の
名
称
そ
の
ま
ま
で
地
域
を
あ
ら
わ
し
、
あ
る
い
は
固
有
性
の
つ
よ
い
造
語
で
表
現
さ
れ
る
。
文
化
地
域
名
と
し
て
は
最
も
純
粋
素

朴
な
も
の
で
あ
る
主
い
え
よ
う
。

h
n
kう

h

t

b

L

喜一フ

滑
東
(
徳
島
)
・
滑
南
(
高
知
)
な
ど
は
形
態
的
に
は
タ
イ
プ
一
で
あ
る
が
、
地
域
名
と
し
て
の
意
義
の
上
で
は
特
殊
固
有
型
で
あ
り
、
湘

つ
い

蹴
(
神
奈
川
)
も
ま
た
同
類
で
あ
る
。
全
域
意
識
が
な
い
か
ら
、
対
称
を
も
た
な
い
非
対
応
型
(
伝
田
口
O

丘
S
J
E
m
g
)
で
あ
り
、

地
域

の
大
き
さ
の
点
で
は
小
地
域
型
な
い
し
中
地
域
型
で
あ
る
。

八
、
新
興
地
域
型

近
代
的
、
現
代
的
地
域
形
成
に
み
ら
れ
る
。
広
義
に
は
明
治
以
降
に
う
ま
れ
た
地
域
概
念
を
あ
ら
わ
す
名
称
の
総
括
的
な
類
型
で
あ
る

が
、
現
実
に
は
現
代
的
感
覚
に
よ
る
地
域
設
定
に
ウ
ェ
イ
ト
が
か
か
る
。
タ
イ
プ
六
の
統
計
区
分
・
管
区
型
も
こ
の
一
一
穫
で
あ
る
が
、
こ



れ
ら
は
あ
る
分
野
で
の
便
法
で
あ
っ
て
、

か
な
ら
ず
し
も
一
般
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

一
般
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
こ
の
類
型
に
含

地
名
の
語
構
成
か
ら

ま
れ
る
主
要
な
も
の
は
観
光
開
発
に
お
け
る
地
域
形
成
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
観
光
型
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

は
、
裏
磐
梯
(
福
島
了
奥
日
光
(
栃
木
)
・
口
能
登
(
石
川
)
・
般
国
防
(
千
葉
)
の
よ
う
に
表
裏
内
外
型
が
多
く
、
こ
れ
に
は
表
磐
梯
・
ロ
日

そ
と
ぼ
う

光
・
裏
目
光
な
ど
と
対
応
型
も
あ
る
が
、
本
質
的
な
性
格
か
ら
は
非
対
応
型
の
特
殊
固
有
型
で
あ
る
(
註
@
「
南
紀
」
の
項
参
照
)
O

歴
史
地
域
の
名
称
は
法
則
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
類
型
の
分
析
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
類
型
の
間

に
は
性
格
的
に
オ
l
ヴ
プ
ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
、

一
つ
の
名
称
が
数
類
型
に
ま
た
が
る
場
合
も
あ
る
。
地
名
が
も
っ
地
域
形
成
の
性

格
を
判
断
す
る
の
は
、

い
わ
ば
「
総
合
的
に
」
割
り
だ
さ
れ

一
つ
の
基
準
で
統
計
的
に
処
理
す
る
よ
う
な
明
快
さ
の
上
に
立
て
ら
れ
ず
、

た
結
果
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
類
型
の
立
て
方
に
若
干
の
異
聞
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
類
型
が
地
域
形
成
を
追
究
す
る
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
異
聞
は
問
題
で
な
い
。

各
類
型
の
地
域
分
布
に
つ
い
て
も
、
法
則
性
や
傾
向
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
地
域
形
成
の
新
し
い
北
海
道
で
、
在
来
日
本
に
み
ら
れ
る

地域名称とその意義

よ
う
な
歴
史
地
域
の
成
立
を
み
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
在
来
日
本
の
な
か
で
府
県
ご
と
に
み
た
場
合
、
歴
史
地
域
の
成
立
に
程
度
の

差
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
こ
と
に
有
意
性
は
な
い
。
地
名
採
集
が
さ
ら
に
進
め
ば
、

そ
の
程
度
の
差
は
縮
ま
り
、
あ
る
い
は
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、

日
本
の
文
化
形
成
の
東
漸
、
北
漸
の
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
に
残
さ
れ
た
歴
史
地
域
の
成
立
は
、

北
海
道
を
除
き
近
世
的
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
も
の
も
近
世
的
に
再
編
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、

日
本
の
近
世
は
す
で
に
地
域
の
形
成
を
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hv

概
念
づ
げ
て
グ
い
た
。
西
日
本
も
東
日
本
も
こ
の
点
で
は
あ
ま
り
差
が
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
類
型
分
布
の
地
域
性
に

顕
著
な
特
徴
の
な
い
理
由
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



220 

註
①
次
の
よ
う
な
一
連
の
拙
稿
が
あ
る
。

文
化
地
域
名
の
集
成
に
つ
い
て
、
文
化
地
域
名
誌
考
I

(
青
森
県
)
地
理
調
査
所
持
報
幻

文
化
地
域
名
誌
考
E

(
岩
手
県
)
地
理
調
査
所
持
報
お
昭
和
三
十
三
年

文
化
地
域
名
誌
考
E

(
宮
城
県
・
福
島
県
)
国
土
地
理
院
時
報
部
昭
和
三
十
五
年

文
化
地
域
名
誌
考
N

(
秋
田
県
)
国
土
地
理
院
時
報
幻
昭
和
三
十
七
年

通
称
・
俗
称
等
の
意
義
l
文
化
地
域
名
称
論
|
〔
地
名
時
評
〕
@
地
図
の
友
貯
号
昭
和
三
十
九
年
九
月
号
地
図
協
会

風
土
と
地
名
ー
そ
の
保
存
と
改
名
の
問
題
l

〔
地
名
時
評
〕
@
地
図
の
友
田
号
昭
和
四
十
年
六
月
号
地
図
協
会

な
お
、
自
然
地
域
名
に
つ
い
て
は

日
本
の
主
要
自
然
地
域
の
名
称
の
統
一
に
つ
い
て
地
理
調
査
所
時
報
U

昭
和
こ
十
九
年

日
本
主
菱
自
然
地
域
の
名
称
の
設
定
地
学
雑
誌
六
四

l
一
(
六
九
五
)
東
京
地
学
協
会
昭
和
三
十
年

日
本
の
自
然
地
域
と
文
化
地
域
と
く
に
自
然
地
域
の
名
称
に
つ
い
て
地
理
二

l
三
昭
和
三
十
二
年

ま
た
、
前
掲
〔
地
名
時
評
〕
(
地
図
の
友
)
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
①

t⑦
(
昭
和
三
十
九
年
一
月
号

t
八
月
号
、
四
・
五
月
は
合
併
号
)
で
自
然

地
域
の
名
称
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

①
以
下
の
拙
稿
が
あ
る
。

MNmh明日
D
回
同

-
U民
間
同
叩
ロ
ロ
四
回
目
ロ

p
m
句
H
o
n四
曲
目
。
同

C
H
V同
ロ
印
刷
曲
昨
日

0
ロ
山
口
し
「
白
匂
国
同
岡
山

】

UHO口品
目
門
戸

E
m
o同

Hの
c
m
a
w
Oロ
色
。
。
ぇ
2
8
8
Z』
8
8・
HUm叶

日
本
に
お
け
る
都
市
形
成
過
程
の
地
域
性
地
理
学
評
論
三

O
l九
国
際
地
理
学
会
議
提
出
論
文
要
旨
集
昭
和
三
十
こ
年

地
域
形
成
に
お
け
る
地
方
都
市
の
問
題
点
日
本
地
理
学
会
昭
和
三
十
六
年
秋
季
大
会
発
表
要
旨

地
方
都
市
の
市
街
機
能
構
成
日
本
地
理
学
会
昭
和
三
十
七
年
秋
季
大
会
発
表
要
旨
地
理
学
評
論
三
五

l
一一一

大
都
市
郊
外
の
地
域
形
成
日
本
地
理
学
会
・
人
文
地
理
学
会
昭
和
三
十
八
年
秋
季
大
会
発
表
要
旨
地
理
学
評
論
三
六
l
一一一

理
一
五
|
六

都
市
地
域
形
成
の
世
界
史
的
系
列
に
お
け
る
日
本
の
特
質

昭
和
三
十
一
年

人
文
地

歴
史
地
理
学
紀
要
4

ア
ジ
ア
の
歴
史
地
理

昭
和
三
十
七
年



昭
和
三
十
九
年
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都
市
地
域
形
成
に
お
け
る
産
業
革
命
期
の
意
義
歴
史
地
理
学
紀
要
6
1
産
業
革
命
期
前
後
の
歴
史
地
理

都
市
図
の
地
理
学
的
理
論
地
図
ご

l
一
昭
和
三
十
九
年
日
本
国
際
地
図
学
会

都
市
化
の
あ
ゆ
み
『
日
本
の
都
市
化
』
第
一
章
都
市
化
の
現
代
的
意
義
昭
和
三
十
九
年
古
今
書
院

@
地
方
自
治
法
第
三
条
お
よ
び
第
二
六
O
条

@
註
①
に
示
す
「
文
化
地
域
名
誌
考
」

N

(
国
土
地
理
院
時
報
幻
)
の
詳
細
考
の
な
か
で
「
地
名
の
段
階
史
方
式
」
論
を
発
表
し
た
。
以
下
に
そ

の
抄
録
を
一
万
す
。地

名
構
成
に
お
け
る
段
階
史
方
式

地
域
概
念
を
負
う
も
の
と
し
て
の
地
名
の
成
立
、
推
移
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
た
い
す
る
問
題
は
、
地
名
を
生
き
も
の
と
し
て
考
え
る
以
上
は
重

要
な
関
心
事
で
あ
る
。

比
験
的
な
観
点
か
ら
デ
l
ヴ
ィ
ス
流
の
地
形
輪
廻
の
考
え
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
羽
後
の
北
浦
と
上
浦
と
の

w
侵
蝕
段
階
d

は
異
っ

た
時
期
に
あ
る
。

き

た

う

ら

か

み

，

ら

ぜ

ん

旭

区

，

、

l
北
浦
・
土
浦
は
秋
田
県
の
仙
北
を
二
分
す
る
称
。
仙
北
は
中
世
起
源
の
称
で
、
雄
物
川
上
中
流
水
系
を
一
括
す
る
広
大
な
縦
谷
園
。
在
来
、

雄
勝
・
平
鹿
・
仙
北
の
三
郡
に
わ
た
る
汎
称
。
北
浦
は
そ
の
北
半
を
占
め
、
北
浦
・
上
浦
の
併
称
が
顕
著
で
あ
っ
た
室
町
期
に
は
、
衰
微
し
た

郡
名
に
代
る
地
位
を
も
っ
て
い
た
。
今
日
、
北
浦
地
方
と
い
う
の
は
雄
物
川
支
流
の
玉
川
・
槍
木
内
川
流
域
の
河
谷
山
地
鼠
で
、
範
域
は
角
館

島
た
う
ら
ど
お
り

以
北
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
現
在
よ
り
は
る
か
に
広
か
っ
た
。
近
世
に
は
北
浦
通
と
呼
ば
れ
、
す
で
に
そ
の
頃
、
玉
川
、
槍
木
内
川

筋
に
地
域
概
念
が
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
浦
は
雄
勝
郡
を
主
と
す
る
地
方
で
、
北
浦
の
領
域
が
北
漸
収
縮
し
た
の
に
対
し

て
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
上
浦
は
過
去
だ
け
の
地
名
で
あ
り
、
い
わ
ば
H

化
石
化
し
た
も
の
d

で
あ
る
。
明
治
期
に
は
す

で
に

w
化
石
化
d

し
つ
つ
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
期
に
雄
勝
郡
を
復
し
て
か
ら
、
大
略
上
浦
と
地
域
概
念
を
お
な
じ
く
し
た
雄

勝
が
優
勢
と
な
っ
て
上
浦
を
駆
逐
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
北
浦
・
上
浦
と
も
に
戦
国
期
に
お
け
る
一
種
の
私
称
郡
号
で
あ
り
、
雄
鹿
仙
三
郡
は

建
郡
以
来
の
、
ま
た
中
央
集
権
的
幕
藩
体
制
下
の
公
称
郡
号
で
あ
る
。
公
称
郡
号
は
、
中
世
素
乱
の
世
に
は
私
称
郡
号
、
荘
園
名
(
私
称
)
な

ど
の
乱
立
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
|

地
名
に
た
い
す
る
侵
蝕
営
力
は
い
う
ま
で
も
な
く
人
間
で
あ
り
、
河
川
に
よ
る
侵
蝕
を
河
蝕
と
い
う
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
は

ρ
人
蝕
H

で
あ

る
。
地
形
が
侵
蝕
に
よ
っ
て
刻
々
変
化
す
る
な
ら
ば
、
地
名
す
な
わ
ち
地
域
概
念
は
H

人
蝕
H

に
よ
っ
て
刻
々
と
変
動
し
て
ゆ
く
。
人
蝕
は
そ
の
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地
の
生
活
感
情
を
敏
感
に
反
映
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
選
択
侵
蝕
を
お
こ
な
う
。
地
名
の
発
達
段
階
す
な
わ
ち
地
名
の
温
存
の
程
度
に
差
が
あ
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
北
浦
の
北
漸
、
上
浦
の
死
滅
は
、
こ
の
段
階
の
差
と
み
ら
れ
る
。

地
形
が
終
末
準
平
原
に
到
達
す
る
の
と
同
様
に
、
地
名
は
H

化
石
u

と
な
っ
て
古
文
書
の
H

堆
積
層
H

の
な
か
か
ら
発
見
さ
れ
る
。

w
選
択
人

蝕
d

の
す
え
抹
消
し
た

w
化
石
地
名
H

は
地
域
の
生
活
感
情
の
末
路
で
あ
る
。
地
盤
の
相
対
的
隆
起
な
ど
に
よ
っ
て
侵
蝕
が
復
活
す
る
状
態
は
、

公
的
な
、
あ
る
い
は
法
的
な
、
も
し
く
は
強
力
な
制
度
や
規
制
力
な
い
し
圧
力
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
と
き
に
か
つ
て
の
地
名
が
回
春
す

る
。
雄
勝
な
ど
は
そ
の
段
階
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
際
に
新
地
名
の
誕
生
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

@
た
と
え
ば
地
図
上
へ
の
註
記
や
地
名
事
典
編
集
、
地
域
研
究
な
ど
に
お
け
る
地
名
採
択
の
場
合
な
ど
。

①
こ
の
こ
と
は
、
地
形
自
然
地
域
の
統
一
的
集
成
の
方
法
論
上
の
性
格
が
多
分
に
法
則
的
、
類
型
的
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

①
な
お
、
自
然
地
域
名
と
し
て
顕
著
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
村
山
盆
地
の
呼
び
名
に
も
山
形
盆
地
と
い
う
呼
び
方
が
あ
り
、
ま
た
置
賜
盆
地
と
米
沢

盆
地
も
同
様
の
関
係
に
あ
っ
て
(
本
文
〔
長
井
地
区
〕
の
項
参
照
)
、
全
国
的
に
こ
の
種
の
例
を
広
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
地
名

の
併
存
は
地
名
に
お
け
る
大
き
な
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
テ
l
マ
に
関
し
て
は
地
名
学
方
法
論
の
分
野
で
な
お
十
分
に
研
究
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
註
①
末
尾
〔
地
名
時
評
〕
シ
リ
ー
ズ
参
照
)
。

③
「
庄
」
は
非
当
用
漢
字
、
た
だ
し
人
名
用
漢
字
。
「
荘
」
は
当
用
漢
字
で
あ
る
が
教
育
漢
字
で
は
な
い
。
音
訓
は
「
ソ
ウ
」
し
か
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
固
有
名
詞
の
漢
字
は
、
漢
字
制
限
の
枠
外
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
戦
後
の
事
情
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
点
を
い
も
お
う
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
と
く
に
教
育
面
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
処
置
の
解
釈
に
割
り
き
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

@
海
上
保
安
庁
水
路
部
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
公
称
を
単
に
「
内
海
」
と
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は
こ
の
使
用
慣
習
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
水
路
部

で
も
最
近
「
瀬
戸
内
海
」
を
公
称
と
す
る
よ
う
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。

@
紀
北
、
紀
南
と
対
応
す
る
が
、
最
近
「
南
紀
」
な
る
名
称
が
観
光
面
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対
応
す
る
も
の
が
な
く
(
非
対
応
型
)
、

南
紀
だ
け
で
単
独
に
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
思
う
に
国
鉄
の
宣
伝
用
語
?
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
歴
史
的
地
域
名
称
に
は
見

ら
れ
ず
、
概
念
も
明
確
で
な
い
。
タ
イ
プ
八
の
新
興
地
域
型
だ
が
、
歴
史
的
風
土
の
構
成
要
素
と
し
て
の
地
名
観
の
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
心
な
い

処
置
で
あ
る
。
註
①
拙
稿
「
風
土
と
地
名
ー
そ
の
保
存
と
改
名
の
問
題

i
」
参
照
。

@
南
薩
と
薩
南
は
や
や
異
っ
た
地
域
を
一
万
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南
薩
は
北
薩
に
対
応
し
、
薩
摩
国
南
部
で
あ
る
が
、
本
陸
を
主
体
と
し
、
薩
南

は
薩
南
諸
島
の
名
の
よ
う
に
薩
摩
南
部
の
島
々
の
地
域
に
重
点
が
お
か
れ
る
。



⑫
呉
は
呉
羽
山
。
黒
は
黒
部
川
。
甲
は
六
甲
山
。
鬼
は
鬼
ケ
城
山
。

お

も

て

さ

ん

多

ゅ

う

う

ら

さ

ん

ち

ゅ

う

に

し

や

ま

⑬
表
山
中
・
裏
山
中
に
わ
か
れ
、
い
ま
西
山
と
い
う
。
犀
川
丘
陵
の
地
。

@
東
青
は
東
津
軽
郡
と
青
森
市
。
三
八
は
三
戸
郡
と
八
戸
市
。
八
楽
は
八
名
郡
(
い
ま
自
然
消
滅
)
と
南
・
北
設
楽
郡
、

(
南
設
楽
郡
の
略
称
)
の
地
域
。
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と
く
に
八
名
と
南
設




